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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】蛍光発光の画像の画質の低下を抑制できる内視
鏡システムを提供する。
【解決手段】内視鏡システム５は、可視光源３４と、Ｉ
Ｒ励起光源３３と、第２駆動回路３２と、イメージセン
サ２２と、を備える。撮像動作において、ＩＲ励起光源
３３は、第２駆動回路３２の駆動により、蛍光発光の光
電変換の開始の所定時間△ｔ前までに、ＩＲ励起光の発
光を開始する。イメージセンサ２２は、可視光の光電変
換により、被写体を含む可視光画像を生成する。イメー
ジセンサ２２は、蛍光発光の光電変換により、ＩＲ励起
光に励起されて蛍光発光する被写体を含む蛍光発光画像
を生成する。モニタ４０は、可視光画像及び蛍光発光画
像を交互に切り替えて出力（表示）する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体に対して可視光を発光する第１の光源と、
　前記被写体に対して非可視光を発光する第２の光源と、
　前記第１の光源及び前記第２の光源を駆動する駆動回路と、
　前記可視光を用いた第１の光電変換により、前記被写体を含む第１の画像を生成し、前
記非可視光を用いた第２の光電変換により、前記非可視光に励起されて蛍光発光する前記
被写体を含む第２の画像を生成するイメージセンサと、
　前記第１の画像及び前記第２の画像を交互に切り替えて出力するアウトプットデバイス
と、
　を備え、
　前記第２の光源は、前記駆動回路の駆動により、前記第２の光電変換の開始の所定時間
前までに、発光を開始する、内視鏡システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡システムであって、
　前記第２の光源は、前記駆動回路の駆動により、前記第１の画像及び前記第２の画像を
撮像する撮像期間において発光を継続する、内視鏡システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の内視鏡システムであって、
　前記第１の光源及び前記第２の光源は、前記駆動回路の駆動により、交互に発光する、
内視鏡システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡システムであって、
　前記所定時間は、前記非可視光の発光を開始する第１の時点と、前記第１の時点で発光
された非可視光に励起された前記蛍光発光の光量が所定量以上となる第２の時点と、の差
分に基づく、内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡システムであって、更に、
　前記第１の画像及び前記第２の画像を同一の領域に表示するモニタを備える、内視鏡シ
ステム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡システムであって、更に、
　前記イメージセンサの受光側に配置され、前記第２の光源が発光する非可視光の周波数
を含む所定の周波数帯の光成分を遮断し、前記蛍光発光の光及び前記可視光の周波数を含
む所定の周波数帯の光成分を透過させるフィルタを備える、内視鏡システム。 
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の内視鏡システムであって、更に、
　前記第１の画像及び前記第２の画像の少なくとも一方の利得を制御するゲインコントロ
ーラを備える、内視鏡システム。
【請求項８】
　内視鏡システムにおける光源制御方法であって、
　被写体に対して可視光を発光し、
　前記可視光を用いた第１の光電変換により、前記被写体を含む第１の画像を生成し、
　前記被写体に対して非可視光を発光し、
　前記非可視光を用いた第２の光電変換により、前記非可視光に励起されて蛍光発光する
前記被写体を含む第２の画像を生成し、
　前記第１の画像及び前記第２の画像を交互に切り替えて出力し、
　前記第２の光電変換の開始の所定時間前までに、前記非可視光の発光を開始する、光源
制御方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本開示は、内視鏡システム及び光源制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通常光と励起光とを交互に切り替えて観察部位に照射し、それぞれの光で照射さ
れた観察部位を撮像する内視鏡システムが知られている（例えば、特許文献１参照）。特
許文献１の内視鏡システムは、通常光が照射されたタイミングで観察部位の反射光画像を
撮像し、励起光が照射されたタイミングで観察部位の反射励起光画像を撮像する。また、
この内視鏡システムは、励起光が照射されて反射励起光が撮像されるタイミングと同じタ
イミングで観察部位の蛍光画像を撮像する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２２７２５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の内視鏡システムでは、蛍光画像（蛍光発光の画像）の画質が不十分である。
【０００５】
　本開示は、上記事情に鑑みてなされたものであり、蛍光発光の画像の画質の低下を抑制
できる内視鏡システム及び光源制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の内視鏡システムは、被写体に対して可視光を発光する第１の光源と、被写体に
対して非可視光を発光する第２の光源と、第１の光源及び第２の光源を駆動する駆動回路
と、可視光を用いた第１の光電変換により、被写体を含む第１の画像を生成し、非可視光
を用いた第２の光電変換により、非可視光に励起されて蛍光発光する被写体を含む第２の
画像を生成するイメージセンサと、第１の画像及び第２の画像を交互に切り替えて出力す
るアウトプットデバイスと、を備える。第２の光源は、駆動回路の駆動により、第２の光
電変換の開始の所定時間前までに、発光を開始する。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示によれば、蛍光発光の画像の画質の低下を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態における内視鏡システムの外観例を示す斜視図
【図２】スコープの先端に設けられた硬性部の内部構造例を示す模式図
【図３】イメージセンサの構造例を説明する模式図
【図４】内視鏡システムのハードウェア構成例を示すブロック図
【図５】ＩＲ（ＩｎｆｒａＲｅｄ）励起光カットフィルタの特性の一例を示すグラフ
【図６】ＩＲ励起光を連続照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作の一例を示す
タイミングチャート
【図７】ＩＲ励起光を連続照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作手順の一例を
示すフローチャート
【図８】ＩＲ励起光をパルス照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作の一例を示
すタイミングチャート
【図９】ＩＲ励起光をパルス照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作手順の一例
を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】



(4) JP 2016-209143 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

【０００９】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細な
説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の
構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長になる
ことを避け、当業者の理解を容易にするためである。尚、添付図面及び以下の説明は、当
業者が本開示を十分に理解するために提供されるものであり、これらにより特許請求の範
囲に記載の主題を限定することは意図されていない。
【００１０】
（本開示の一形態を得るに至った経緯）
　従来の内視鏡システムでは、光の照射と同時にイメージセンサの露光が行われていた。
可視光の場合、光の照射と同時にイメージセンサが露光されることで鮮明な画像を撮像で
きる。一方、励起光の場合、観察部位に励起光を照射し、観察部位が蛍光発光し、その発
光量がピークに達するまでには、所定の時間の遅れが生じる。このため、励起光の照射と
同時にイメージセンサを露光した場合、蛍光発光の受光量が不十分となり、蛍光発光の画
像が不鮮明になる虞がある。
【００１１】
　以下、蛍光発光の画像の画質の低下を抑制できる内視鏡システム及び光源制御方法につ
いて説明する。
【００１２】
（第１の実施形態）
［構成等］
　図１は第１の実施形態における内視鏡システム５の外観を示す斜視図である。ここで用
いられる用語として、水平面に置かれたビデオプロセッサ３０の上方向と下方向をそれぞ
れ「上」、「下」と称する。また、内視鏡１０が観察対象を撮像する側を「前（先）」と
称し、ビデオプロセッサ３０に接続される側を「後」と称する。
【００１３】
　内視鏡システム５は、内視鏡１０と、ビデオプロセッサ３０、及びモニタ４０を含んで
構成される。内視鏡１０は、医療用の例えば軟性鏡である。ビデオプロセッサ３０は、観
察対象（ここでは、人体や人体内部）を撮像することで得られた撮像画像（静止画及び動
画を含む）に対し、画像処理する。モニタ４０は、ビデオプロセッサ３０から出力される
表示信号に従って、画像を表示する。画像処理は、例えば、色補正、階調補正、ゲイン調
整を含む。
【００１４】
　内視鏡１０は、観察対象（被写体）を撮像する。内視鏡１０は、観察対象の内部に挿入
されるスコープ１３と、スコープ１３の後端部が接続されるプラグ部１６と、を備える。
また、スコープ１３は、比較的長い可撓性を有する軟性部１１と、軟性部１１の先端に設
けられた剛性を有する硬性部１２と、を含んで構成される。スコープ１３の構造について
は後述する。
【００１５】
　ビデオプロセッサ３０は、筐体３０ｚを有し、撮像画像に対し画像処理し、画像処理後
の表示信号を出力する。筐体３０ｚの前面には、プラグ部１６の基端部１６ｚが挿入され
るソケット部３０ｙが配置される。プラグ部１６がソケット部３０ｙに挿入され、内視鏡
１０とビデオプロセッサ３０とが接続されることで、内視鏡１０とビデオプロセッサ３０
との間で電力及び各種信号（例えば映像信号、制御信号）の送受信が可能となる。これら
の電力及び各種信号は、スコープ１３の内部に挿通された伝送ケーブル（図示せず）を介
して、プラグ部１６から軟性部１１側に導かれる。また、硬性部１２の内側に設けられた
イメージセンサ２２（固体撮像素子）（図２参照）から出力される画像信号は、伝送ケー
ブルを介して、プラグ部１６からビデオプロセッサ３０に伝送される。
【００１６】
　ビデオプロセッサ３０は、伝送ケーブルを介して伝送された画像信号に対し、画像処理
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を施し、画像処理後の画像データを表示信号に変換して、モニタ４０に出力する。
【００１７】
　モニタ４０は、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や
ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）等の表示デバイスを有する。モニタ４０は
、内視鏡１０によって撮像された被写体の画像を表示する。
【００１８】
　図２は、スコープ１３の先端に設けられた硬性部１２の内部構造を示す模式図である。
硬性部１２の先端面には、撮像窓１２ｚが配置される。撮像窓１２ｚは、光学ガラスや光
学プラスチック等の光学材料を含んで形成され、被写体からの光を入射する。
【００１９】
　硬性部１２の先端面には、ＩＲ励起光源３３（図４参照）からのＩＲ（ＩｎｆｒａＲｅ
ｄ）励起光を伝送する光ファイバ２７の先端が露出する照射窓２７ｚが配置される。硬性
部１２の先端面には、可視光源３４（図４参照）からの可視光を伝送する光ファイバ２８
の先端が露出する照射窓２８ｚ，２８ｙが配置される。光ファイバ２７，２８の数は、上
記以外でもよい。
【００２０】
　硬性部１２の内側には、撮像窓１２ｚ側からレンズ２４、ＩＲ励起光カットフィルタ２
３、イメージセンサ２２及び第１駆動回路２１（図４参照）が配置される。レンズ２４の
数は複数でもよい。撮像窓１２ｚから入射した光（蛍光発光の光、可視光）は、レンズ２
４によって集光され、ＩＲ励起光カットフィルタ２３を透過した後、イメージセンサ２２
の撮像面に結像する。
【００２１】
　図３は、イメージセンサ２２の構造を説明する模式図である。イメージセンサ２２は、
例えば、イメージセンサ２２の前面に、赤外光（ＩＲ）、赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）及び緑
色（Ｇ）の波長の光をそれぞれ透過させる色フィルタ２２ｚがベイヤ配列で配置されてい
る。イメージセンサ２２は、例えば、各波長の光を受光するＩＲ用画素、赤色用画素、青
色用画素、及び緑色用画素が複数配列した構造を有する撮像素子である。
【００２２】
　イメージセンサ２２は、例えば、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃ
ｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏ
ｎｄｕｃｔｏｒ）等の固体撮像素子である。イメージセンサ２２は、例えば、赤外光、赤
色光、青色光及び緑色光を同時に受光可能な単板式カメラとして用いられる。
【００２３】
　図４は、内視鏡システム５のハードウェア構成を示すブロック図である。内視鏡１０は
、前述したように、スコープ１３の硬性部１２の内側に設けられた、レンズ２４、ＩＲ励
起光カットフィルタ２３、イメージセンサ２２、及び第１駆動回路２１を備える。また、
内視鏡１０は、スコープ１３の内側に挿通され、プラグ部１６の基端部１６ｚから硬性部
１２の先端面まで延びた光ファイバ２７，２８を備える。
【００２４】
　第１駆動回路２１は、駆動部として動作し、イメージセンサ２２の電子シャッタをオン
オフする。イメージセンサ２２は、第１駆動回路２１によって電子シャッタがオンにされ
た場合、撮像面に結像した光学像を光電変換し、画像信号を出力する。光電変換では、光
学像の露光及び画像信号の生成や読出しが行われる。
【００２５】
　ＩＲ励起光カットフィルタ２３は、イメージセンサ２２の前側（受光側）に配置され、
レンズ２４を通る光のうち、被写体で反射されたＩＲ励起光を遮光し、ＩＲ励起光による
蛍光発光の光及び可視光を透過させる。ＩＲ励起光カットフィルタ２３の特性については
後述する。
【００２６】
　ビデオプロセッサ３０は、コントローラ３１、第２駆動回路３２、ＩＲ励起光源３３、
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可視光源３４、イメージプロセッサ３５、及びディスプレイプロセッサ３６を備える。
【００２７】
　コントローラ３１は、撮像動作を統括的に制御する。コントローラ３１は、第２駆動回
路３２に対して発光制御し、内視鏡１０内の第１駆動回路２１に対して駆動制御する。
【００２８】
　第２駆動回路３２は、例えば光源駆動回路であり、ＩＲ励起光源３３を駆動し、ＩＲ励
起光を連続発光させる。ＩＲ励起光源３３は、撮像期間において、継続して点灯（連続点
灯）し、ＩＲ励起光を被写体に連続して照射する。
【００２９】
　この撮像期間は、観察部位を内視鏡１０で撮像する期間を示す。撮像期間は、例えば、
内視鏡システム５が、ビデオプロセッサ３０又は内視鏡１０に設けられたスイッチをオン
にするユーザ操作を受け付けてから、オフにするユーザ操作を受け付けるまでの期間であ
る。
【００３０】
　また、第２駆動回路３２は、ＩＲ励起光源３３を駆動し、ＩＲ励起光をパルス発光させ
てもよい。この場合、ＩＲ励起光源３３は、撮像期間において、断続的に点灯（パルス点
灯）し、ＩＲ励起光を被写体にパルス照射する。
【００３１】
　第２駆動回路３２は、可視光源３４を駆動し、可視光（白色光）をパルス発光させる。
可視光源３４は、撮像期間において、可視光画像を撮像するタイミングで、可視光を被写
体にパルス照射する。
【００３２】
　尚、一般に、蛍光発光の光は微弱な明るさである。一方、可視光は短いパルスでも強い
光が得られる。
【００３３】
　イメージプロセッサ３５は、イメージセンサ２２から交互に出力される蛍光発光画像と
可視光画像とに対して画像処理し、画像処理後の画像データを出力する。
【００３４】
　例えば、イメージプロセッサ３５は、蛍光発光画像の輝度が可視光画像の輝度と比べて
低い場合、蛍光発光画像のゲインを上げるように、ゲインコントローラとして、ゲイン調
整する。尚、イメージプロセッサ３５は、蛍光発光画像のゲインを上げる代わりに、可視
光画像のゲインを下げることで、ゲイン調整してもよい。また、イメージプロセッサ３５
は、蛍光発光画像のゲインを上げ、且つ、可視光画像のゲインを下げることで、ゲイン調
整してもよい。また、イメージプロセッサ３５は、蛍光発光画像のゲインを可視光画像よ
りも大きく上げ、且つ、可視光画像のゲインを上げることで、ゲイン調整してもよい。
【００３５】
　ディスプレイプロセッサ３６は、イメージプロセッサ３５から出力される画像データを
、映像表示に適したＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ
　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）信号等の表示信号に変換し、モニタ４０に出力する。
【００３６】
　モニタ４０は、ディスプレイプロセッサ３６から出力される表示信号に従い、蛍光発光
画像と可視光画像とを、例えば同一の領域に表示する。これにより、ユーザは、モニタ４
０に表示された蛍光発光画像と可視光画像とを見ながら、観察対象を確認できる。
【００３７】
　図５は、ＩＲ励起光カットフィルタ２３の特性を示すグラフである。ＩＲ励起光の波長
は、例えば７８０ｎｍ程度である。また、観察対象である人体内には、蛍光物質（有機蛍
光色素）であるＩＣＧ（Ｉｎｄｏｃｙａｍｉｎｅ　Ｇｒｅｅｎ）が投与され、被写体であ
る患部にＩＣＧが集積している。ＩＣＧは、ＩＲ励起光で励起すると、より長波長（８３
０ｎｍ程度）の光で蛍光発光する。
【００３８】
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　一般に、波長７００～１０００ｎｍを有するＩＲ光（近赤外光）は、皮膚を透過し、透
過しても人体への影響が少ないので、生体深部構造の可視化に用いられる。例えば、癌か
ら流れ出たリンパ液にＩＣＧを注入し、リンパ液の流れを観察することで、癌の転移を発
見し易くなる。また、ＩＣＧに蛋白質を結合させて、癌を集まりやすくすることで、微小
な癌を発見し易くなる。
【００３９】
　また、ＩＣＧは、ＩＲ励起光により励起されて蛍光発光するので、蛍光発光の光は、Ｉ
Ｒ励起光より遅れて生じる。この遅れ時間は、例えば、数ｍｓｅｃであり、ＩＣＧと結合
される抗体（蛋白質）の分子量や、蛍光部分がリンパ液中か血管中かによっても異なる。
【００４０】
　図５のＩＲ励起光カットフィルタ２３では、８３０ｎｍ付近の波長を有する蛍光発光の
光の透過率が高く、７８０ｎｍ付近の波長を有するＩＲ励起光の透過率がほぼ０％であり
、透過率が低い。また、例えば３８０ｎｍ～７３０ｎｍの波長を有する可視光の透過率が
高い。
【００４１】
　ＩＲ励起光が照射されると、スコープ１３の前面に設けられた撮像窓１２ｚを通って、
ＩＲ光が入射する。ＩＲ励起光カットフィルタ２３は、入射するＩＲ光のうち、被写体で
反射されたＩＲ励起光（７８０ｎｍ付近）を含む周波数帯の光成分が遮断され、ＩＲ励起
光による蛍光発光の光（８３０ｎｍ付近）を含む周波数帯の光成分が透過する。
【００４２】
　従って、イメージセンサ２２の撮像面には、蛍光発光による光学像が結像する。このよ
うに、ＩＲ励起光カットフィルタ２３は、ＩＲ励起光のうち、蛍光発光に寄与しない、被
写体で反射されたＩＲ励起光を遮断する。また、可視光を照射し、撮像窓１２ｚを通って
入射する、被写体で反射された可視光は、ＩＲ励起光カットフィルタ２３では遮断されな
い。そのため、可視光は、イメージセンサ２２の撮像面に可視光像として結像する。
【００４３】
［動作等］
　次に、内視鏡システム５の撮像動作について説明する。
　本実施形態では、内視鏡システム５が、ＩＲ励起光を連続照射する場合と、ＩＲ励起光
をパルス照射する場合とを想定する。
【００４４】
　内視鏡１０を使用して体内の部位を撮像する場合、前述したように、蛍光物質であるイ
ンドシアニングリーン（ＩＣＧ）を体内に投与し、過剰に集積した腫瘍等の観察部位（患
部）に近赤外光を当てて患部を光らせて患部を撮像する。
【００４５】
　図６は、ＩＲ励起光を連続照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作を示すタイ
ミングチャートである。図７は、ＩＲ励起光を連続照射する場合の内視鏡システム５によ
る撮像動作手順を示すフローチャートである。内視鏡システム５は、例えば、ビデオプロ
セッサ３０又は内視鏡１０に設けられたスイッチ（図示せず）をオンにする操作を受け付
けることで、撮像動作を開始する。
【００４６】
　コントローラ３１は、撮像動作が開始されると、第２駆動回路３２を駆動する。第２駆
動回路３２は、ＩＲ励起光源３３をオンにし、ＩＲ励起光を点灯させる（図７のＳ１、図
６のタイミングｔ１）。
【００４７】
　ＩＲ励起光源３３がＩＲ励起光を発光させると、ＩＲ励起光は、スコープ１３内の光フ
ァイバ２７を通って、照射窓２７ｚから被写体に向けて照射され、患部を含む周囲の部位
を照明する。患部等の被写体からの光は、撮像窓１２ｚを通ると、レンズ２４によって集
光される。患部等の被写体からの光のうち、被写体で反射されたＩＲ励起光は、ＩＲ励起
光カットフィルタ２３によって遮断されるが、被写体で蛍光発光した光は、ＩＲ励起光カ



(8) JP 2016-209143 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

ットフィルタ２３を透過してイメージセンサ２２の撮像面に結像する。
【００４８】
　図６，図７では、撮像期間にわたって、ＩＲ励起光源３３は常にオン（継続してオン）
であり、ＩＲ励起光が一定光量で被写体に向けて照射される（図６の波形ｗ１）。
【００４９】
　ＩＲ励起光が照射された被写体（患部）では、ＩＲ励起光の照射から所定時間△ｔ（例
えば数ｍｓｅｃ）遅れてピーク光量となるように蛍光発光が生じ、蛍光発光の光が出力さ
れる（図６の波形ｗ２）。被写体から出力される蛍光発光の光がピーク光量に達した後に
、蛍光発光による露光が開始されるように、露光開始の所定時間△ｔ以上前に、ＩＲ励起
光の照射が開始される。
【００５０】
　コントローラ３１は、第１駆動回路２１に対し、イメージセンサ２２による光電変換を
開始させる信号を出力する（イメージセンサＯＮ）（図７のＳ２）。第１駆動回路２１は
、この信号を受け取ると、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出力して、イメー
ジセンサ２２を露光開始前の状態に戻す（センサリセット）（図７のＳ３、図６のタイミ
ングｔ２）。ここでは、例えばＣＣＤイメージセンサの場合、第１駆動回路２１は、露光
によって蓄積された電荷をクリアする。
【００５１】
　センサリセット後、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２の電子シャッタをオンに
して、被写体からの蛍光発光による露光を開始する（図７のＳ４、図６の波形ｗ４）。
【００５２】
　第１駆動回路２１は、露光を開始してから所定時間経過後、イメージセンサ２２の電子
シャッタをオフにして、被写体からの蛍光発光による露光を終了する（図７のＳ５、図６
のタイミングｔ３）。
【００５３】
　露光終了と同時に、イメージプロセッサ３５は、イメージセンサ２２からのＩＲ蛍光信
号の読み出しを開始する（図７のＳ６、図６のタイミングｔ３、波形ｗ６）。ＩＲ蛍光信
号は、蛍光発光の露光により得られる信号である。ＩＲ蛍光信号の読み出しは、画素数に
応じた読み出し時間の経過後、終了する（図６のタイミングｔ４）。
【００５４】
　イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると（図６のタイミン
グｔ４）、ディスプレイプロセッサ３６は、ＩＲ蛍光信号から得られる蛍光発光画像の表
示信号を、モニタ４０に出力する。モニタ４０は、蛍光発光画像を可視光画像に切り替え
るまでの期間Ｔｉ、蛍光発光画像を表示する（図６の波形ｗ８）。
【００５５】
　また、イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると（図６のタ
イミングｔ４）、コントローラ３１は、可視光を点灯させるために、第２駆動回路３２を
駆動する。第２駆動回路３２は、可視光源３４をオンにし、可視光を点灯させる（図７の
Ｓ７、図６のタイミングｔ４、波形ｗ３）。
【００５６】
　可視光源３４が点灯し、可視光を発光させると、可視光は、スコープ１３内の光ファイ
バ２８を通って、照射窓２８ｚ，２８ｙから被写体に向けて照射され、患部を含む周囲の
部位を照明する。患部等で反射された可視光は、撮像窓１２ｚを通ると、レンズ２４によ
って集光され、ＩＲ励起光カットフィルタ２３を透過してイメージセンサ２２の撮像面に
結像する。
【００５７】
　また、イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると（図６のタ
イミングｔ４）、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出力
して、イメージセンサ２２を露光開始前の状態に戻す（図７のＳ８）。
【００５８】
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　センサリセット後、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２の電子シャッタをオンに
して、可視光による露光を開始する（図７のＳ９）。
【００５９】
　第１駆動回路２１は、露光を開始してから所定時間経過後、イメージセンサ２２の電子
シャッタをオフにして、可視光の露光を終了する（図７のＳ１０、図６のタイミングｔ５
）。
【００６０】
　可視光の露光終了と同時に、イメージプロセッサ３５は、イメージセンサ２２からの可
視光信号の読み出しを開始する（図７のＳ１１、図６の波形ｗ７）。可視光信号は、可視
光の露光により得られる信号である。可視光信号の読み出しは、画素数に応じた読み出し
時間の経過後、終了する（図６のタイミングｔ６）。
【００６１】
　イメージプロセッサ３５による可視光信号の読み出しが終了すると、ディスプレイプロ
セッサ３６は、可視光信号から得られる可視光画像の表示信号を、モニタ４０に出力する
。モニタ４０は、可視光画像を蛍光発光画像に切り替えるまでの期間Ｔｒ、可視光画像を
表示する（図６の波形ｗ８）。
【００６２】
　また、図６のタイミングｔ５で可視光の露光を終了すると、第２駆動回路３２は、可視
光源３４をオフにし、可視光を消灯させる（図７のＳ１２、図６の波形ｗ３）。
【００６３】
　この後、コントローラ３１は、撮像を終了するか否かを判別する（Ｓ１３）。撮像の終
了は、例えば、ユーザがビデオプロセッサ３０又は内視鏡１０に設けられたスイッチ（図
示せず）をオフに操作し、この操作が内視鏡システム５により受け付けられたか否かによ
り、判別される。撮像を終了しない場合、図７のＳ３に戻る。そして、前述したように、
第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出力して、イメージセ
ンサ２２を露光開始前の状態に戻す（図７のＳ３、図６のタイミングｔ５）。
【００６４】
　一方、Ｓ１３で撮像を終了する場合、コントローラ３１は、第１駆動回路２１に対し、
イメージセンサ２２による光電変換を終了させる信号を出力する（図７のＳ１４）。第２
駆動回路３２は、ＩＲ励起光源３３をオフにし、ＩＲ励起光を消灯させる（図７のＳ１５
）。そして、図７に示した、ＩＲ励起光を連続照射する場合の撮像動作が終了する。
【００６５】
　このように、内視鏡システム５は、撮像期間にわたって、撮像動作が行われる。この間
、モニタ４０の同一の領域には、蛍光発光画像と可視光画像とが表示される。
【００６６】
　尚、図６の波形ｗ８で示された蛍光発光画像と可視光画像との表示の切り替えは短期間
であるので、蛍光発光画像と可視光画像とは重ねて表示されているとも言える。また、こ
こではスイッチのオンオフ操作に応じて撮像動作（撮像期間）が開始され、終了されるこ
とを例示したが、その他の方法（例えばタイマにより所定時刻を検出）により、撮像動作
（撮像期間）が開始され、終了されてもよい。
【００６７】
　図８は、ＩＲ励起光をパルス照射する場合の内視鏡システム５による撮像動作を示すタ
イミングチャートである。図９は、ＩＲ励起光をパルス照射する場合の内視鏡システム５
による撮像動作手順を示すフローチャートである。尚、図８，図９において、図６，図７
と同一の処理については、同一のステップ番号を付し、説明を省略又は簡略化する。
【００６８】
　図６，図７の場合と同様、内視鏡システム５は、例えば、ビデオプロセッサ３０又は内
視鏡１０に設けられたスイッチ（図示せず）をオンにする操作を受け付けることで、撮像
動作を開始する。
【００６９】
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　コントローラ３１は、撮像動作が開始されると、第２駆動回路３２を駆動する。第２駆
動回路３２は、ＩＲ励起光源３３をオンにし、ＩＲ励起光を点灯させる（図９のＳ１、図
８のタイミングｔ１１）。
【００７０】
　ＩＲ励起光源３３がＩＲ励起光を発光させると、ＩＲ励起光は、スコープ１３内の光フ
ァイバ２７を通って、照射窓２７ｚから被写体に向けて照射され、患部を含む周囲の部位
を照明する。患部等の被写体からの光は、撮像窓１２ｚを通ると、レンズ２４によって集
光される。患部等の被写体からの光のうち、被写体で反射されたＩＲ励起光は、ＩＲ励起
光カットフィルタ２３によって遮断されるが、被写体で蛍光発光した光は、ＩＲ励起光カ
ットフィルタ２３を透過してイメージセンサ２２の撮像面に結像する。
【００７１】
　図８，図９では、撮像期間において、ＩＲ励起光源３３は、オン又はオフにスイッチン
グされる。そのため、ＩＲ励起光は、一定光量のパルス光として照射される（図８の波形
ｗ１１）。
【００７２】
　ＩＲ励起光がパルス照射された被写体（患部）は、蛍光発光し、蛍光発光の光が出力さ
れる（図８の波形ｗ１２）。この蛍光発光は、ＩＲ励起光のパルス照射から所定時間△ｔ
ａ（例えば数ｍｓｅｃ）遅れてピーク光量となり、暫時、ピーク光量を維持した後、所定
時間△ｔｂかけて漸減する。ここでは、被写体から出力される蛍光発光の光が所定量以上
（ここではピーク光量）に達した後に、蛍光発光の露光が開始されるように、露光開始の
所定時間△ｔａ前に、ＩＲ励起光の照射が開始される。
【００７３】
　コントローラ３１は、第１駆動回路２１に対し、イメージセンサ２２による光電変換を
開始させる信号を出力する（イメージセンサＯＮ）（図９のＳ２）。第１駆動回路２１は
、この信号を受け取ると、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出力して、イメー
ジセンサ２２を露光開始前の状態に戻す（図９のＳ３、図８のタイミングｔ１２）。この
タイミングｔ１２では、被写体からの蛍光発光の光はピーク光量に達している。
【００７４】
　センサリセット後、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２の電子シャッタをオンに
して、被写体からの蛍光発光の露光を開始する（図９のＳ４、図８の波形ｗ１４）。
【００７５】
　第２駆動回路３２は、ＩＲ励起光源３３をオンにし、ＩＲ励起光を点灯させてからパル
ス幅に相当する時間経過後、ＩＲ励起光源３３をオフにし、ＩＲ励起光を消灯させる（図
９のＳ４Ａ、図８のタイミングｔ１３）。尚、パルス幅に相当する時間経過後は、蛍光発
光の露光を開始してから所定時間経過後に相当する。
【００７６】
　第１駆動回路２１は、蛍光発光の露光を開始してから所定時間経過後、イメージセンサ
２２の電子シャッタをオフにして、被写体からの蛍光発光の露光を終了する（図９のＳ５
、図８のタイミングｔ１４）。
【００７７】
　露光終了と同時に、イメージプロセッサ３５は、イメージセンサ２２からのＩＲ蛍光信
号の読み出しを開始する（図７のＳ９、波形ｗ１６）。ＩＲ蛍光信号の読み出しは、画素
数に応じた読み出し時間の経過後、終了する（図８のタイミングｔ１５）。
【００７８】
　イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると、ディスプレイプ
ロセッサ３６は、ＩＲ蛍光信号から得られる蛍光発光画像の表示信号を、モニタ４０に出
力する。モニタ４０は、蛍光発光画像を可視光画像に切り替えるまでの期間Ｔｉ、画面に
蛍光発光画像を表示する（図８の波形ｗ１８）。
【００７９】
　また、イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると（図８のタ
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イミングｔ１５）、コントローラ３１は、可視光を点灯させるために、第２駆動回路３２
を駆動する。第２駆動回路３２は、可視光源３４をオンにし、可視光を点灯させる（図９
のＳ７、図８のタイミングｔ１５、波形ｗ１３）。
【００８０】
　可視光源３４が点灯し、可視光を発光させると、可視光は、スコープ１３内の光ファイ
バ２８を通って、照射窓２８ｚ，２８ｙから被写体に向けて照射され、患部を含む周囲の
部位を照明する。患部等で反射された光は、撮像窓１２ｚを通ると、レンズ２４によって
集光され、ＩＲ励起光カットフィルタ２３を透過してイメージセンサ２２の撮像面に結像
する。
【００８１】
　また、イメージプロセッサ３５によるＩＲ蛍光信号の読み出しが終了すると（図８のタ
イミングｔ１５）、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出
力して、イメージセンサ２２を露光開始前の状態に戻す（図９のＳ８）。
【００８２】
　センサリセット後、第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２の電子シャッタをオンに
して、可視光による露光を開始する（図９のＳ９）。
【００８３】
　可視光による露光を開始した後、第２駆動回路３２は、次のＩＲ励起光による露光開始
よりも所定時間△ｔａ前に、ＩＲ励起光源３３をオンにして、ＩＲ励起光を発光させる（
図９のＳ９Ａ、図８のタイミングｔ１６）。
【００８４】
　第１駆動回路２１は、可視光による露光を開始してから所定時間経過後、イメージセン
サ２２の電子シャッタをオフにして、可視光による露光を終了する（図９のＳ１０、図８
のタイミングｔ１７）。
【００８５】
　可視光の露光終了と同時に、イメージプロセッサ３５は、イメージセンサ２２からの可
視光信号の読み出しを開始する（図９のＳ１１、図８の波形ｗ１７）。可視光信号の読み
出しは、画素数に応じた読み出し時間の経過後、終了する（図８のタイミングｔ１８）。
【００８６】
　イメージプロセッサ３５による可視光信号の読み出しが終了すると、ディスプレイプロ
セッサ３６は、可視光信号から得られる可視光画像の表示信号をモニタ４０に出力する。
モニタ４０は、可視光画像を蛍光発光画像に切り替えるまでの期間Ｔｒ、画面に可視光画
像を表示する（図８の波形ｗ１８）。
【００８７】
　また、可視光の露光終了と同時に、第２駆動回路３２は、可視光源３４をオフにし、可
視光を消灯させる（図９のＳ１２、図８の波形ｗ１３）。
【００８８】
　この後、コントローラ３１は、撮像を終了するか否かを判別する（Ｓ１３）。撮像の終
了は、例えば、ユーザがビデオプロセッサ３０又は内視鏡１０に設けられたスイッチ（図
示せず）をオフに操作し、この操作が内視鏡システム５により受け付けられたか否かによ
り、判別される。撮像を終了しない場合、図９のＳ３に戻る。そして、前述したように、
第１駆動回路２１は、イメージセンサ２２にセンサリセット信号を出力して、イメージセ
ンサ２２を露光開始前の状態に戻す（図９のＳ３、図８のタイミングｔ１７）。
【００８９】
　一方、Ｓ１３で撮像を終了する場合、コントローラ３１は、第１駆動回路２１に対し、
イメージセンサ２２による光電変換を終了させる信号を出力する（図９のＳ１４）。第２
駆動回路３２は、ＩＲ励起光源３３をオフにし、ＩＲ励起光を消灯させる（図９のＳ１５
）。そして、図９に示したＩＲ励起光をパルス照射する場合の撮像動作が終了する。
【００９０】
　このように、撮像期間にわたって、撮像動作が行われる。この間、モニタ４０の同一の
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領域には、蛍光発光画像と可視光画像とが表示される。
【００９１】
　尚、図８の波形ｗ１８で示された蛍光発光画像と可視光画像との表示の切り替えは短期
間であるので、蛍光発光画像と可視光画像とは重ねて表示されているとも言える。また、
ここではスイッチのオンオフ操作に応じて撮像動作（撮像期間）が開始され、終了される
ことを例示したが、その他の方法（例えばタイマにより所定時刻を検出）により、撮像動
作（撮像期間）が開始され、終了されてもよい。
【００９２】
［効果等］
　このように、内視鏡システム５は、可視光源３４と、ＩＲ励起光源３３と、第２駆動回
路３２と、イメージセンサ２２と、を備える。撮像動作において、ＩＲ励起光源３３は、
第２駆動回路３２の駆動により、蛍光発光の光電変換の開始の所定時間△ｔ前までに、Ｉ
Ｒ励起光の発光を開始する。イメージセンサ２２は、可視光の光電変換により、被写体を
含む可視光画像を生成する。イメージセンサ２２は、蛍光発光の光電変換により、ＩＲ励
起光に励起されて蛍光発光する被写体を含む蛍光発光画像を生成する。モニタ４０は、可
視光画像及び蛍光発光画像を交互に切り替えて出力（表示）する。
【００９３】
　可視光源３４は、第１の光源の一例である。ＩＲ励起光源３３は、第２の光源の一例で
ある。第２駆動回路３２は、駆動回路の一例である。モニタ４０は、アウトプットデバイ
スの一例である。可視光の光電変換は、第１の光電変換の一例である。蛍光発光の光電変
換は、第２の光電変換の一例である。ＩＲ励起光は、非可視光の一例である。可視光画像
は、第１の画像の一例である。蛍光発光画像は、第２の画像の一例である。
【００９４】
　これにより、内視鏡システム５は、ＩＲ励起光による蛍光発光の光電変換の開始より所
定時間△ｔ前までに、ＩＲ励起光の発光を開始する。そのため、内視鏡システム５は、蛍
光発光の遅れに合わせて、蛍光発光を受光でき、その分、蛍光発光の受光量を多くできる
。従って、内視鏡システム５は、蛍光発光画像の画質の低下を抑制できる。
【００９５】
　また、ＩＲ励起光源３３は、第２駆動回路３２の駆動により、可視光画像及び蛍光発光
画像を撮像する撮像期間において発光を継続してもよい。
【００９６】
　これにより、蛍光発光の光が所定量以上（例えばピーク光量）に達した後は、蛍光発光
がＩＲ励起光より遅れてピーク光量に達することは無く、常に十分な蛍光発光の光量が得
られる。従って、内視鏡システム５は、蛍光発光の光量の増加（立ち上がり）を待たなく
てよい。蛍光発光の光量の増加を待たなくてよい分、内視鏡システム５は、蛍光発光画像
と可視光画像とを交互に表示する際、フレームレートを高くできる。従って、内視鏡シス
テム５は、フレームレートを高くすると、蛍光発光画像と可視光画像とをモニタ４０に重
ねて表示する際、ちらつき等を低減でき、画質を向上できる。
【００９７】
　また、所定時間△ｔは、ＩＲ励起光の発光を開始するタイミングｔ１と、蛍光発光の光
量が所定量以上（ここではピーク光量）となるタイミングｔ１＋△ｔと、の差分に基づく
時間でもよい。タイミングｔ１は、第１の時点の一例である。タイミングｔ１＋△ｔは、
第２の時点の一例である。
【００９８】
　これにより、内視鏡システム５は、蛍光発光の光量が所定量以上（例えばピーク光量）
になってから、露光を開始でき、蛍光発光の受光量を十分に確保できる。そのため、内視
鏡システム５は、蛍光発光画像を鮮明化できる。なお、所定量は、ピーク光量に限らず、
ピーク光量の２／３等、任意の値に設定可能である。
【００９９】
　また、モニタ４０は、可視光画像と蛍光発光画像とをモニタ４０の同一の領域に表示し
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てもよい。
【０１００】
　これにより、フレームレート（切り替え速度）が所定値以上である場合、ユーザは、残
像効果によりちらつきを感じることが減り、可視光画像と蛍光発光画像とが重なった画像
として視認できる。また、観察部位（例えば人体の内臓）は時間経過とともに位置がずれ
ることがあるので、可視光画像と蛍光発光画像とが別々に撮像される場合と比較すると、
ユーザは、両画像の位置の対応関係を容易に把握できる。
【０１０１】
　また、ＩＲ励起光カットフィルタ２３が、被写体で反射されたＩＲ励起光の周波数を含
む周波数帯の光成分を遮断し、蛍光発光の光及び可視光の周波数を含む周波数帯の光成分
を透過させてもよい。
【０１０２】
　これにより、内視鏡システム５は、ＩＲ励起光が遮断された分、蛍光発光画像を鮮明化
できる。また、ＩＲ励起光カットフィルタ２３は可視光を透過させることで、イメージセ
ンサ２２は、可視光による光学像を撮像できる。
【０１０３】
　また、イメージプロセッサ３５は、蛍光発光画像及び可視光画像の少なくとも一方のゲ
イン（利得）を制御してもよい。イメージプロセッサ３５は、ゲインコントローラの一例
である。
【０１０４】
　これにより、蛍光発光画像の輝度と可視光画像の輝度とを同程度に揃えることができる
。ゲイン調整により、ユーザは、モニタ４０に表示された蛍光発光画像及び可視光画像の
輝度の差を感じることを低減できる。
【０１０５】
　また、可視光源３４及びＩＲ励起光源３３は、第２駆動回路３２の駆動により、交互に
発光してもよい。第２駆動回路３２は、ＩＲ励起光と可視光とを交互に発光させる場合、
例えば、ＩＲ励起光による蛍光発光がピーク光量に達するまでの所定時間△ｔａ早めて、
ＩＲ励起光を発光させる。
【０１０６】
　これにより、内視鏡システム５は、蛍光発光の遅れに合わせて、蛍光発光を受光でき、
その分、蛍光発光の受光量を多くできる。従って、内視鏡システム５は、ＩＲ励起光源３
３をスイッチング動作させ、ＩＲ励起光をパルス発光させる場合でも、蛍光発光の受光量
が多くなるように維持でき、蛍光発光画像の画質の低下を抑制できる。また、ＩＲ励起光
を連続発光させた場合と比較すると、内視鏡システム５は、消費電力を低減させ、ＩＲ励
起光源３３の発熱を抑制でき、ＩＲ励起光源３３の長寿命化に繋がる。
【０１０７】
　また、内視鏡システム５における光源制御方法では、内視鏡システム５は、被写体に対
して可視光を発光し、可視光の光電変換により、被写体を含む可視光画像を生成する。ま
た、この方法では、内視鏡システム５は、被写体に対してＩ励起光を発光し、蛍光発光の
光電変換により、蛍光発光する被写体を含む蛍光発光画像を生成する。また、この方法で
は、内視鏡システム５は、可視光画像及び蛍光発光画像を交互に切り替えて出力し、蛍光
発光の光電変換の開始の所定時間△ｔ前までに、ＩＲ励起光の発光を開始する。
【０１０８】
　これにより、内視鏡システム５は、ＩＲ励起光による蛍光発光の光電変換の開始より所
定時間△ｔ前までに、ＩＲ励起光の発光を開始する。そのため、内視鏡システム５は、蛍
光発光の遅れに合わせて、蛍光発光を受光でき、その分、蛍光発光の受光量を多くできる
。
従って、内視鏡システム５は、蛍光発光画像の画質の低下を抑制できる。
【０１０９】
（他の実施形態）
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　以上のように、本開示における技術の例示として、第１の実施形態を説明した。しかし
、本開示における技術は、これに限定されず、変更、置き換え、付加、省略などを行った
実施形態にも適用できる。
【０１１０】
　第１の実施形態では、可視光源３４がパルス発光することを例示したが、可視光源３４
が撮像期間において連続発光してもよい。可視光源３４の駆動は、第２駆動回路３２によ
り制御される。
【０１１１】
　第１の実施形態では、可視光とＩＲ励起光との照射タイミングがずれているが、可視光
とＩＲ励起光との照射タイミングが一部重複してもよい。
【０１１２】
　第１の実施形態では、ＩＲ光とＲＧＢ光（可視光）を撮像可能な１つのイメージセンサ
（単板式カメラ）を用いることを例示したが、他の方式のカメラを用いてもよい。他の方
式のカメラは、例えば、ＩＲ用イメージセンサとＲＧＢ用イメージセンサとの２つのイメ
ージセンサ（２板式カメラ）を含む。
【０１１３】
　第１の実施形態では、生体内に光造影剤としてＩＣＧを投与することを例示したが、Ｉ
ＣＧ以外の光造影剤が投与されてもよい。この場合、光造影剤を励起するための励起光の
波長に応じて、非可視光の波長領域における分光特性を定めてもよい。そのため、ＩＲ励
起光カットフィルタ２３が図５に示した特性以外の特性を有してもよい。
【０１１４】
　第１の実施形態では、赤外光の波長領域において蛍光発光する薬品を用いたが、紫外光
の波長領域において蛍光発光する薬品を用いてもよい。紫外光を用いた場合でも、近赤外
域で蛍光発光する光造影剤を用いた場合と同様に、内視鏡１０は、蛍光発光された患部の
画像を撮像できる。
【０１１５】
　第１の実施形態では、アウトプットデバイスとして、蛍光発光画像及び可視光画像を画
面に表示可能なモニタ４０を示したが、これに限られない。例えば、アウトプットデバイ
スは、蛍光発光画像及び可視光画像を印刷可能なプリンタ、蛍光発光画像及び可視光画像
の各画像信号を出力可能な信号出力デバイスでもよい。また、アウトプットデバイスは、
蛍光発光画像及び可視光画像の各画像データを記録媒体に記憶可能な記憶デバイス、蛍光
発光画像及び可視光画像の各画像データを通信可能な通信デバイス、等であってもよい。
【０１１６】
　第１の実施形態では、ビデオプロセッサ３０、コントローラ３１、イメージプロセッサ
３５、ディスプレイプロセッサ３６は、物理的にどのように構成してもよい。ただし、プ
ログラム可能なコントローラ又はプロセッサを用いれば、プログラムの変更により処理内
容を変更できるので、設計の自由度を高めることができる。また、コントローラ又はプロ
セッサは、１つの半導体チップで構成してもよいし、物理的に複数の半導体チップで構成
してもよい。複数の半導体チップで構成する場合、第１の実施形態の各制御をそれぞれ別
の半導体チップで実現してもよい。この場合、それらの複数の半導体チップで１つのコン
トローラ又はプロセッサを構成すると考えることができる。また、コントローラ又はプロ
セッサは、半導体チップと別の機能を有する部材（コンデンサ等）で構成してもよい。ま
た、コントローラ又はプロセッサが有する機能とそれ以外の機能とを実現するように、１
つの半導体チップを構成してもよい。
【０１１７】
　第１の実施形態では、図４において内視鏡システム５のハードウェア構成を示したが、
ハードウェア構成の少なくとも一部は、ソフトウェアにより実現されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　本開示は、蛍光発光の画像の画質の低下を抑制できる内視鏡システム及び光源制御方法
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等に有用である。
【符号の説明】
【０１１９】
　５　内視鏡システム
　１０　内視鏡
　１１　軟性部
　１２　硬性部
　１２ｚ　撮像窓
　１３　スコープ
　１６　プラグ部
　１６ｚ　基端部
　２１　第１駆動回路
　２２　イメージセンサ
　２２ｚ　色フィルタ
　２３　ＩＲ励起光カットフィルタ
　２４　レンズ
　２７、２８　光ファイバ
　２７ｚ、２８ｚ、２８ｙ　照射窓
　３０　ビデオプロセッサ
　３０ｙ　ソケット部
　３０ｚ　筐体
　３１　コントローラ
　３２　第２駆動回路
　３３　ＩＲ励起光源
　３４　可視光源
　３５　イメージプロセッサ
　３６　ディスプレイプロセッサ
　４０　モニタ
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【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月11日(2016.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体に対して可視光を発光する可視光源と、
　前記被写体に対して赤外光を発光するＩＲ励起光源と、
　前記可視光源及び前記ＩＲ励起光源を駆動する駆動回路と、
　前記可視光を用いた第１の光電変換に基づいて、前記被写体を含む可視光画像を生成し
、前記赤外光を用いた第２の光電変換に基づいて、前記被写体の観察対象内の蛍光物質が
前記赤外光に励起されて蛍光発光する前記被写体を含む蛍光発光画像を生成し、前記可視
光画像及び前記蛍光発光画像を交互に切り替えて出力するイメージプロセッサと、を備え
、
　前記ＩＲ励起光源は、前記駆動回路の駆動により、前記第２の光電変換の開始の所定時
間前までに発光を開始し、かつ前記可視光画像及び前記蛍光発光画像を撮像する撮像期間
において一定の光量で発光を継続し、
　前記イメージプロセッサは、前記可視光画像及び前記蛍光発光画像をモニタの同一の領
域に重ねて表示するように出力する、内視鏡システム。
【請求項２】
　被写体に対して可視光を発光する可視光源と、前記被写体に対して赤外光を発光するＩ
Ｒ励起光源と、前記可視光源及び前記ＩＲ励起光源を駆動する駆動回路と、イメージプロ
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セッサとを備えた内視鏡システムにおける光源制御方法であって、
　前記イメージプロセッサは、前記可視光を用いた第１の光電変換に基づいて、前記被写
体を含む可視光画像を生成し、前記赤外光を用いた第２の光電変換に基づいて、前記被写
体の観察対象内の蛍光物質が前記赤外光に励起されて蛍光発光する前記被写体を含む蛍光
発光画像を生成し、前記可視光画像及び前記蛍光発光画像を交互に切り替えて出力し、
　前記ＩＲ励起光源は、前記駆動回路の駆動により、前記第２の光電変換の開始の所定時
間前までに発光を開始し、かつ前記可視光画像及び前記蛍光発光画像を撮像する撮像期間
において一定の光量で発光を継続し、
　前記イメージプロセッサは、前記可視光画像及び前記蛍光発光画像をモニタの同一の領
域に重ねて表示するように出力する、内視鏡システムにおける光源制御方法。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本開示は、被写体に対して可視光を発光する可視光源と、被写体に対して赤外光を発光
するＩＲ励起光源と、可視光源及びＩＲ励起光源を駆動する駆動回路と、可視光を用いた
第１の光電変換に基づいて、被写体を含む可視光画像を生成し、赤外光を用いた第２の光
電変換に基づいて、前記被写体の観察対象内の蛍光物質が赤外光に励起されて蛍光発光す
る被写体を含む蛍光発光画像を生成し、可視光画像及び蛍光発光画像を交互に切り替えて
出力するイメージプロセッサと、を備え、ＩＲ励起光源は、駆動回路の駆動により、第２
の光電変換の開始の所定時間前までに発光を開始し、かつ可視光画像及び蛍光発光画像を
撮像する撮像期間において一定の光量で発光を継続し、イメージプロセッサは、可視光画
像及び蛍光発光画像をモニタの同一の領域に重ねて表示するように出力する。
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